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ビジネ スは生 き残 るこ とを 目的 と してい るため 、利 己的 といえ る。 し
か し生 き残 るため には、 あえて利他 的に行動 す る必要 が あ るの では ない
か。 この仮 説 を検証 す るために、 まず生物 の遺伝 子が生 き残 るための条
件 を明確 にす る。次 に その条件 を ビジネ スに応用 で きるか ど うか を検 討
す る。 そ して、 ビジネ スが生 き残 るため には、具 体的 に どの よ うな利他
的行動 をす るべ きか を考 察す る。
ここでは、 サー ビス を提供 し見返 りに金銭 を受 け取 る実 態 を ビジネ ス
とす る。 文脈 に よっては特定 の製 品分 野、企業 、 あるいは産 業全体 を意
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味 す る。 ビジネ スの提供 す るサー ビス としては、有 形 な製 品 と無 形 な行
為 とがあ るが、 ここでは全 て を含め てサー ビス と呼 ぶ。
2生 き残る遺伝子 とは
ビジネス を生物 の遺伝 子 の考 え方 で説 明す るこ とはで きるだ ろ うか。
ドー キ ンスは、遺伝 子 の 自己複 製子 とい う特性 を ミー ム と名付 け た[8]。
そ して文化や 社会 的習慣 な ど もその概 念 で捉 え られ る としてい る。 ミー
ム を設計 図 として考 えた場 合、 ミー ム を企業 の戦略 ・戦術勧 に 置 き換 え
て も問題 は ないのだ ろ うか。 こ こでは ビジネスの生 き残 りを、 ビジネス
の 自己複 製 と考 え るこ とが可能 か 否か を検討 す る。 以下 では、遺伝 子 の
特徴 的性 質の 中か ら生 、突然変 異、 死、次世代 へ の継承 を選 び、 各観点
につ いて ビジネ スで そ れ らに対 応 す る もの は何 か を明 らか にす る(図
1)。本論 中の生物 の遺伝 子 に関 す る記述は、 すべ て ドー キンス[8]に
i基づ いてい る。
2.1生
生物 では、設 計図、理 念のみ を引 き継 ぐ。 肉体 は 引 き継 がず、毎 回新
たに、 設計図に 基づ いて作 られ る。 これは ビジネ スにお いては、 設計図
としての戦略 ・戦術 をあ る人物 が考案 し、 ビジネス を始 め るこ とにあ た
る。
生 物が産 む子供 の数 は、 うま く育 て られ る範囲 内 で決 まる。 ビジネス
(図1遺 伝子 とビジネスの比較)
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では、管理 で きる範囲 の数 、つ ま り、教 育 で きる範 囲の社 員数 、管 理 で
き る範 囲での支 店数 や フ ランチ ャ イズ展開 に限定 し、 ビジネスの規 模 を
拡 大 してい くこ とにあ た る。
2.2突 然変異
生物が突 然変 異で生 き残 るのは、 よ り効率 よ く自己複 製で きるよ うに
な るか らであ る。つ ま リ自分 の コピー を効率 よ く作れ る よ うにな るこ と
で、遺伝子 は生 き残 る。 ビジネ スでは、単 に従来 か らの戦略 ・戦術 を社
員が コピー して い るだけ では生 き残れ ない。 ビジネ スでの 突然変異 は、
時代 の変化 に合 わせ て新 たな戦 略 をあ る社員 が生 み出 し、 それ を他 の社
員に伝 え、従 来は なか った新 たな戦術 を実 践 させ るこ とに あた る。 また
効率 の よ さとは、 よ り多 くの ヒッ ト商 品 を販売 で きるこ とであ る。 それ
は例 えば ヒッ ト商 品の開発、それ に よる増収 、その 資金 に よる社 員のヘ ッ
ドハ ンティン グ ・増員、 あるいは研 究 ・開発 費の増額 につ なが り、 その
結果 さらに頻繁 に ヒッ ト商品の販売 を可能 にす る とい うサ イ クル をつ く
りだそ うとす るこ とであ る。
生物 に突然変 異が起 こ る原因 は2つ あ る。1)遺 伝子 を コピー す る と
きに誤 るため と、2)科 学物質や 紫外線 に誘発 され た場合 であ る。 突然
変 異す る とい う体質 は遺伝 しない。生物 では突 然変異は偶 然起 こ る。 そ
して結果 としてあ る新 しい性 質 の遺伝 子 を持つ生物 が生 き残 る。ただ し、
どの生物 が生 き残 り、結果 と して どの新 たな性質 の遺伝 子 を次世代 に伝
えるか につ いて、生物 には決定権が ない。 あ くまで他 の遺伝 子 との組 み
合 わせ や 、そ の時 々の環境 に よ り決 まるか らであ る。
ビジネスでは、新たな戦略 ・戦術を生み出す突然変異を、人為的に起
こす必要 があ る。 その ため には、1)遺 伝 子 を コピーす る ときに誤 る代
わ りに、コピー の ときにあ えて突然変 異が起 きるよ うにす る必要 があ る。
そのため には、例 えばプ ロ ジェ ク トの途 中で も担 当社 員 を入れ 替 えて、
戦略 ・戦術 を変更 した りす る。 また2)科 学 物質や紫外 線に誘発 され る
代 わ りに、外部 か らの力 を借 りる とい う意味 では、社 員の 中途採用 、 プ
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ロジェ ク ト単位 での社 員公募 、 コンサ ル タン トや社 外 重役 を雇 うな どの
対策 を行 う。 た だ し環 境 を整 えて も、突然 変 異的に良 い戦略 ・戦術 が実
際 に生 まれ るか どうか、 さらにそれ らが社 会 に受 け 入れ られ生 き残 るか
は、生 物 の場合 と同様 に、 ビジネ スの側か らは コン トロー ル で きない。
2.3死
生物 での個体 の死 は、遺伝 子 が新 たな肉体 に 自分 を託せ な くな る、つ
ま り子孫 に遺伝 子 をコピー す るには向か な くな った古 い肉体 が消 える こ
とであ る。種 の絶滅 は、 肉体 が社会 変化 に対 応 で きな くな った結 果、 自
分 の遺伝 子 を コピー で きな くな り、遺伝 子が絶 滅 し、 継承 され な くな る
こ とで あ る。例 えば 日本 の天然記 念物 に指 定 され てい る生物 の い くつ か
は絶滅 寸前 の状 況 にあ るが、 これ は従 来 の え さや生 活圏 が な くな る とい
う社会 環境 の変 化 に対 応 で きな くな ったため とい え る。 ただ し一 度生 息
数が極 度 に減 少 した、つ ま り遺伝 子の 多様 性 を失 った種 は、1個 体 か ら
多 くの子孫 を増殖 させ て も、 それ らが環境 の変 化 に適 応 し将 来 も生 き残
れ る確 率 は高 くはない。
ビジネ スでの個体 の死 とは、 あ る分 野か らの撤 退 、社 員 の退職 、支店
閉鎖 な どで ある。戦術 の結 果作 られ た ものが 消 え るの であ り、個 体 の死
に よ りその ビジネ スの元 となる戦 略 ・戦術 を失 うわけ では ない。 種 の絶
滅 とは ビ ジネ スの破綻 、合 併、解 散 な どで あ る。絶 滅が起 きやす い状 況
とは、例 えば意思決 定 にお いては前例や権 力 者 の意見 を独 自には検 討せ
ず、 それ に無判断 ・無条件 で従 うこ とが 多 く、顧客 の要望 を無視 し、社
会環 境 の変化 に対 応 で きな くな る場合 で あ る。
2.4次 世代 への継承
生物 では、他 の遺伝 子 とうま くや っていけ る遺伝 子が 生 き残 る。つ ま
り生 き残 るか否 かは、遺伝 子 の特 性 だけ では決 ま らない。 その遺伝 子 と
他 の遺伝 子 との相 互関係 、 それ ら遺伝 子の組 み合 わせ と外部環境 との相
互 関係 な どか ら決 定 され る。 それ ら全体 が うま くい ってい る とき、結 果
として あ る遺伝 子が生 き残れ るの であ る。
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ビ ジネスにおけ る他 の遺伝 子 とは、他 の ミーム、つ ま りは社 会の状 況
や他 の ビ ジネ ス等 にあ た る。 ビジネス をうま くや っていけ る とは、 それ
ら と共 存共栄 で きてい るこ とであ る。つ ま り、社 会に受 け入れ られ るビ
ジ ネスが生 き残 る と言 える。
以上 の よ うに比較 した結果、 ビジネ ス を遺伝 子の視点か ち分析 す るこ
とは可能 と考 え られ る。 また、 ビジネ スの生 き残 りの条件 は、2.4の「う
ま くや って いけ る遺伝子 」とい う考 え方 にあ るこ とが わか る。次節 では、
「うま くや っていけ る ビジネス」 とい う観 点か ら、 現在 まで生 き残 って
きて い るビジネスにつ いて検 討す る。
3現 在生 き残 って いるビジネス とは
何 が ビ ジネ スの生 き残 りの決 め手 とな るのか。 それ を検 討す るに先 立
ち、生 き残 る遺伝 子 とは どの よ うな もの なのか を、 ドー キ ンスの遺伝 子
論 に基づ き明確 にす る(図2)。次に現在生 き残 って い るビジネ スが、 そ
れ らの 条件 に一 致 してい るか ど うか を確 認す る。 以上の結果 に基づ き、
ビジネスで は将 来何 が生 き残 りの鍵 となるのか を考 える。
3.1生 き残 るた めの ヒン ト1:善 悪 で はない
遺伝 子が生 き残 るのは、 それ が良 い遺伝 子 だか らでな く、社会 の状 況
に う ま く適 応 して いるか らであ る。 ビジネ スにお いて も同様 の こ とが い
え る。例 えば、 公害の原 因 とな り、 多数 の死者 を出 した ビジネスで も、
(図2生 き残 るための鍵)
遺伝子の世界における






存続 で きる場合 があ る。 ただ し、被害 者への賠償 金の支 払が生 じるこ と
が あ る。
3.2生 き残 るための ヒン ト2:利 己的 であ る
生物 では、 自然淘汰 に よって進化 して きた もの は、何 で あれ 利 己的 で
あ る。 ビジネスにお いて利 己的 とは、 自社の 生 き残 りを意味す る。例 え
ば金融機 関 は、何 らかの規制 によ り横並 びを して いる間は、 口座 管理手
数料無料 な どで他行 とサー ビス をそ ろえる。 規制が な くな り自由化 され
れば、小 額 口座 は管理 手数 料 を有料化 し、大 口顧 客 にサ ー ビス を限定す
るな どして、独 自性 を出 し生 き残 りにかけ る。生 き残 るため には、 あ る
ときは規制 に よ る保 護 を求 め、 またあ る ときは 自由化 を求 め独 自の戦
略 ・戦術 を行 う。
生物 は、 自分 の遺伝子全体 に とって都 合 の良 い ことをみ さか いな く行
う。 これは ビジネ スで も同様 であ る。例 えば環境破壊 の要 因に なる と知
りつつ 、「高級感」を演 出す るため に商品 を過剰 に包装 す る ビジネ スが あ
る。
3.3生 き残 るための ヒン ト3:優 れてい る
どん な遺伝 子が 「優 れて いる」 のかは、絶 対的 では ない。例 えば長 い
足が生 き長 らえるの に便 利 であれば、足 を長 くした遺伝 子 は 「優 れてい
る」 か ら生 き残 った とい える。 しか し、常 に そ うな る とは限 らない。環
境 が変化 し、短 い足が命 を救 うこ とに な るか も しれ ない。つ ま り、「優 れ
てい る」か 否か はあ くまで周 りの状 況 に よって決 まる。
ビジネ スが 「優れ てい る」場合 には、広 く、早 くビジネ ス規 模 を拡 大
で きる。 これが可能 な理 由 は、 ビジネスが社 会 の状 況 に適 して い るか ら
であ る。例 えば、公害 を出す ビジネ スで も顧 客 が支持 す れば、 その よ う
な ビジネスが繁 栄す る社会 が あ る。一方 で、 その よ うな ビジネス を人々
が拒否 し、環 境 に配慮 した ビジネ スを選択 す る社会 が あ る。 つ ま り、生
き残れ る 「優 れ た ビジネ ス」 の定 義 は、社会 状況 に よ り違 って くる。
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3.4生 き残 るための鍵:利 己的 であ るが ゆえ に利 他的 になる現 実
生物 では、利他的行為 は姿 を変 えた利 己主義 で ある。例 えば、 自分 の
遺伝 子 を守 るため に、 自分 の遺伝 子 を引 き継 いだ子 を守 る親が い る。 こ
れは、利 己的 ゆ えに利他 的 に行動 す る こ とが生 き残 りの鍵 に な るこ とを
示 してい る。 利他 とは、 ある実在 が 自分 を犠牲 に して別 の同様 な実在 の
幸 福 を増 す よ うに振舞 うこ とであ る。 そ して利 己は その逆 であ る。 ただ
し、 ここで重視すべ きなのは、幸福 が生 存 の機会 とな ってい るこ とであ
る。幸福 に な るこ とが、生存 の可能性 を増加 させ るの で ある。
ビジネ スは利 己的で あ る。 そ して生 存の機会 を増や す ため に、 よ り幸
福 にな ろ うとす る。 ビジネスが幸福 で ある とは、社会 に受 け入れ られ る
こ とで あ る。 ビジネ スは顧 客が あ って こそ生 き残 れ るか らであ る。 そ こ
で顧客 が望 む経営 戦略 ・戦術 を提供 で き るこ とが鍵 とな る。つ ま りビジ
ネ スが生 き残 るため には、 自分 と顧 客双 方の共存共栄 を実現す る方向 に
進 む必要が あ る。
この ように考 える と、「利 己的=自 分 の生 き残 り」 のため に、「社 会 と
の 共存=利 他 的」に なれ るビジネ スが 生 き残れ る とい える。
利 己的戦略 を持 ち、 かつ利 己的 戦術 で行 動す るビジネ スは、成功 しな
い場 合が あ る。 業務 内容 を簡易化 す る とい う利 己的 目的 を持 ち、業務 管
理 面 で手抜 きをす るな ど して利 己的 に行動 し、結 果 として人命 に関 わ る
事 故 を発生 させ るこ とが ある。具体 例 は、食 中毒 を出す 食品関連会社 、
被 爆事故 を起 す原子 力関連会社 、医療 ミス を起 す病 院 な ど、様 々な ビジ
ネ ス分野 で見 られ る。
利 己的であ るがゆ えに利他 的に な ったビ ジネ スの例 としては、 洗剤 ビ
ジネ スがあ る。洗剤 を買い換 える場合 、以前 は毎 回プ ラスチ ックケー ス
も買 わなければ な らなか った。 それが 現在 は ビニー ルに入 った詰め 替 え
用 を購 入 で きる。 洗剤 ビジネ スでは顧 客 に買 って もら うため に容 器 を変
更 した。 これ は 自分 の生 き残 りの ため とい う利 己的動機 に基づ き、結果
として、環境 に配慮 した利他 的行動 を とった例 とい える。
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4将 来生 き残 るビジネスの条件
ビジネ スでは、具体 的に どの方 向に利他的 に なれ ば よいのか。 まず既
存の ビジネ ス を遺伝 子型 に よ り分類 す る。 それ によ り、景気 に影響 を受
け ない ビジネス を明 らか にす る。 その結果 に基づ き、不 景気 な時代 に も
生 き残 れ るビジネ スの特徴 を検討す る。
4.1不 景気 で も顧 客 を確 保 で きる ビジネ ス とは
(1)ω
現在 生 き残 って い るビジネ スは、大 き く2つ の型に分類 で きる(図3
の(1))。1つ 目は、(1)「コ ピーが主」であ る ビジネス であ る。 つ ま り、
従 来か ら引 き継 い だ内容 をその まま現在 提供 して も、社会 が受け 入れ て
くれ る型の ビジネ スで ある。 この型 は コ ピー す る対象 に よ り、 さらに2
つ に分類 で きる。(A)自身の ビジネ ス内容 と他 の それ との差異 をコピーす
るこ とで成 り立 つ ビジネ ス と、反対 に(B)他との一致点 を提 供 しつづ け る
こ とで成 り立 つ ビジネ スであ る。
(1)(1XA)
ω の他 との差異 を コピー し提供す るビ ジネ スには、例 えば高級伝統工
芸 品や 伝統 的 日用 品、 あ るいは競売 な どがあ る(図3の(ID)。 各 ビジ
ネス独 自のサー ビス内容 をほ とん ど変更せ ず提供 して い るが、昔 なが ら
の伝 統 こそが信用 につ なが る型の ビジネ スゆえに で きるこ とであ る。
(1)(1XB)
(B)の他 との一致 点 をコ ピー す る ビジネ ス と しては、規制 で保 護 され て
い るために横並 びや 談合 な どが可能 な分 野 と、規制 が無 い あ るいは緩 い
ため に存続 で きる分 野 の ビジネ スが あ る。前 者の例 として は、例 えば従
来 までの金 融機 関 な どが該 当す る。後 者 の例 としては、例 えば スパ イ ク
タイヤが あ る。 スパ イ クタイヤ は粉塵 の 原因 とな るため に、販 売停止 を




2つ 目は、(2)「突然変 異が不 可 欠」 な ビジネ スで あ る(図3の(1)
(2))。
(1)(2)(C)
ビジネ スにお け る突 然変 異 とは、新 たな価値 を創造 し、 それ を販売 す
るこ とであ る。価値 は、 それが通 用す る期 間 に よって2つ の型(C)短期 的
価値 と(D)長期的価値 とに分 け られ る。(C)の短 期的価 値 の例 と しては、 流
行 を視 野に置 いた ビジネ スがあ る(図3の(ID)。
(1)(2X【))
D)の長期的価 値 の創造 は、 その ビ ジネ スが提供 す るサー ビズに よ り、
さ らに3つ に分 類 で きる。(a>快適 性 とは、そのサー ビスを取 り入れ る と、
生活 が よ り快適 に な る とい う価値 を提供 す る もの であ る。例 えば、パー
ソナ ル コン ピュー タ(以 下PC)の 購入 な どが あ る。
(b)の(a)に加 え環境へ の配慮 とは、その サー ビス を利用 す るこ とに よ り、
自分 が物 理的 に快適 にな ると同時 に、環境破 壊 に直結 しない よ うな生 活
をす るこ とが 可能 にな り、 それに よ り精神 的 に も快適 に な る とい う価値
であ る。例 えば無農薬 野菜 は味 の 良 さに加 え、体 に も良 いため に好 まれ
てい る。 この よ うな野菜 の購 入は 同時に、農薬 を使 わ ない農 業 を支持 す
るこ とにな る。 その結 果、農業 に よ るさ ちな る土壌 の汚染 を防 ぐこ とに
つ なが る。土壌 を汚染 した農薬 は飲料 水の 中に入 り、人体 に畜積 され る。
(cXa)に加 え周 囲への配慮 とは、その サー ビス を取 り入 れ る こ とに よ り、
自分 が物理 的 に快 適に な る と同時 に、 自分 の身の 回 りへ の配慮、 つ ま り
ボ ランテ ィア としての役割 も同時 に果 たす こ とが で き、精神 的 に も満 た
され る とい う価値 で あ る。例 えば通 信販売や カー ドビジネ スでは、利用
者の ポ イン ト獲得数 に応 じて提 供 す る商 品 リス トに、「慈善 団体 や環 境 団
体 へ の寄付」が 入 って い る。
(m)
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ビジネ スの型に よ り、不 景気 な時代 の売上 高 に違 いはあ るのだ ろ うか
(図3の(III))。(1)(A>型の ビジネスで は、売 上 高の増加 は難 しそ うであ
る。(1XB)型の ビジネスでは、従来規 制 に よ り保護 され てい た分 野 では破
綻 、それ に至 る以前 の合併 、外 資系 投 資会社 へ の売却 な どが起 こ り、売
上 高 よ りビジネ スの存続 その ものが課題 となって い る。 また規制 が 未整
備 な分 野 では、規制 がで きる と同時 にサー ビスの提供 は不可能 に な る。
{2XC)型の ビジネスでは、サー ビスが ヒッ トす れば景気 とは無 関係 に、売
上 高が伸 びてい る。 ただ し流行 が終 わ る と、在 庫処分 が経営状 況 に影 響
す るこ とが ある。
(II)(a)
②似a)型の ビジネ スでは、業界全体 の規模 が拡 大 してお り(E2)、各社 の
売上 高 も伸 びてい る。
(II)(b)
(2)(DXb)型の ビ ジネ スでは、 環境 に配慮す るこ とに よ り、経費 削減 が 可
能 であ るこ とが 明 らか にな って い る。 例 えば商業 用 カーペ ッ ト製造販 売
では世 界一 のイ ンター フェ イス社 は、1994年か ら 「地球 を傷つ け ない世
界初 の企業」 を 目指 して い る[2]。最 高経 営責任 者が"EcologyofCom-
merce"[3]を参考 に、「企業 に問題 が あ る以上、 それ を解 決 で き るの も
企業」であ る と考 え、 「エ コセ ンス」と名づ け た7つ の 計画 を始め た。①
ゴ ミを出 さない② 排水 、排 気 で水や 空気 を汚 さない③ 太陽光 な ど電 力源
を再生 可能 エネル ギー に変 え る④ 天然素 材の使用 と合 成素材 の リサ イ ク
ル⑤輸 送 の効率 化⑥ 「持 続可能 な経済」 での地域 、顧 客 との相 互理解 ⑦
リー ス方式 に よる製品の再 商 品化 であ る。 その結 果 、企業収益 を伸 ば し
なが らも、1ドルの収 入 を得 るため の原料 か ち輸送 までの コス トは、1994
年 以前1.59(ポン ド)だ ったのに対 し、1998年は0.94にな り、4年 間 で
7,700万ドルの経 費節減 に成功 して い る。
販売 され ている環 境 に配慮 した商 品の種類 は、増加 傾 向 にあ る。 また
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に、実 際 に行動 す る人 も多 くな って きて いる。
(II)(c)
②ΦXc)型の ビジネ スに関 しては、 人々 はボ ランテ ィアの役割 が増加す
る と考 えてい る。 また人 々の意識が 、 ボ ランテ ィア を特 別 な もの として
では な く、や れ る範 囲で 自分 も参加 す る もの と捉 え るよ うにな る とい う
変化 が起 きてい る。
以上の ことか らは、長期的 に収益 が 見込 まれ、かつ不 景 気な ときに売
上 の伸 びが期待 で きるビジネ スは、{2)a))型に該 当す るビジネス と考 え ら
れ る。次節 では、 それ らが どの よ うな具体 的特 徴 をもつ ビ ジネ スなのか
検討 す る。
4.2生 き残 るビジ ネスの特徴1:生 活 スタイル を変化 させ る力が ある
(図3){2XDXa)型の ビジネ スの特 徴 は、生活 ス タイル を変化 させ る力
を持 つ とい う点 にあ る。一旦変化 した生活 ス タイルは、景気 の変動 があ っ
て も もとには戻 らな い。従 って、景 気 に関係 な く将 来 も需 要が見込 まれ
る。
例 えばPCを 購 入 した結 果、従 来か らの生 活 スタイル は次の よ うに変
わ って きて い る(図4)。
(1)は、 身体 的事 情、年 齢制 限、育 児、介護 な どの条件 に よ り、従 来の
勤務形 態 では就職 を断 られ る可能性 の あ る人々 であ る。PCを 利用 して
で きる仕事 であれば、家 に いなが ら普 通 に働 き、収 入 を得 るこ とが で き





務 で働 く事がで きるようになる
現実の自分 を知 られないで、多 く
の人と出会 える
空いた時間に買い物、金融機関等
の用事 をすませ られ る
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るよ うに な る。② は、人 と出合 う機会 が無 い、年齢 的 あ るいは 身体 的理
由 で先 入観 を もたれ て しま う、社 交的 でない な どの理 由 で出会 いの機会
が なか なか持 て なか っ た人々 であ る。PCで 出会 う場合 に は、初 対面 では
外 見、年齢 、性別 な どの一切 が未知 で あ り、相 手に先入観 を持 たれずに
会話 す るこ とが で きる。{3)は忙 し く店が営 業 してい る時 間に用事 をす ま
せ る こ とが 出来 ない人 であ る。PCを利 用す れば、仕事 の予 定 を変更せ ず
に、 いつ で も用事 を済 ます こ とが 出来 る ように な る。 この よ うに一 旦生
活 が変化 した人々 には、PCを 抜 きに した以 前の 生活 に もど るこ とは難
しい。不景気 で あって も、将来PCを 買 い換 える、関連機 器 を購 入す る、
さ らに は知 人 に購入 を薦 め る とい うこ とも考 え られ る。
4.3ビ ジネ ス を支 え る購入者 の動機
生 活 ス タイル が変化 した場 合 には、 あ るサー ビスの購 入に よ り本 人が
よ り快 適 に なった とい え る。これは 自己満 足の ための購 入 であ る。では、







(出典[4]の 「アブ ラハム ・マ スロー1欲 求 の階層」 を参考 に作成)
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マ ス ローに よれば、 人間の欲 求 は階 層構造 を してい る[4](図5)。
欲 求は階 層の下か ら順 に満 た されて い く。 生理 的欲 求 とは、食物 、睡
眠 とい った生命 維持 に直接 関 わ る欲 求 であ る。 これが満 た されれ ば、次
は安全 欲求 を満 た した くな る。これ は 自分 の 身 を守 れない幼児 に見 られ、
保護 して欲 しい とい うもの であ り、成 人はた いが い満 た されて い る。 こ
の次 に満 た した くな る欲 求 は、所属 欲求 であ る。 これ は家族 、知 人か ら
愛 され てい る とい う確信 が欲 しい とい う欲 求 であ る。次 に来 る欲求 は、
承 認欲求、 つ ま り他 者か らの尊敬 であ る。 他者 か らの評判や 評価へ の願
望 で ある。最 後が、 自分 に適 して い るこ とを したい、 あ るい は存在 価値
を実現 した い とい う、 自己満 足 を求め る欲求 で ある。
例 えば買 い物や金 融機 関 の利用の ためにPCを 購入す る人 を、購 入 の
動機 で表現 すれ ば次の よ うに な る。 す でに承 認欲求 の段 階 まで を満 た し
てお り、 次 は 自分 の楽 しみ の ため に行 動 したい と考 えて いる とい え る。
つ ま り純粋 に 自己満足の ための購入 で あ る。
では、 ビジネ スの遺伝子 型 と、 それに対 す る需要 を支 え る購 入者 の欲
求 とは どの よ うに なってい るのだ ろ うか。(図6)は(図3)か ら{2)⑪だ
け を取 り出 し、 それ ぞれの欲求 を示 した もの であ る。
ビジネ スが提供 す る(a映適性 を購 入す る人は 、それ によ り物 理 的に快
適 な生活 をす るこ とを望 むの であ り、 自己満足 ゆ えの購入 とい え る。(b)
の(a)に加 え環 境へ の配慮 か ら購 入す る人は、 それ を購入す る事 で 自分 が
物理 的に快適 に な る と同時 に、地球 環境 に も良い こ とをし、 自分 が生 き
(図6ビ ジネスの需要を支える欲求)









(a)に加 え環 境 への配慮i承 認欲求:
〈c)i自 己満 足
(a)に加 え周 囲 への配 慮i承 認欲求:
467
て い るこ とに価 値が在 る とい うこ とを実 感 した い と考 えて い る。 さらに
地球 環境 に良 い こ とをす るこ とに よって、 良い こ とを して い る自分 に満
足す る と同時 に、 それ を知 った他 者 か ら も良 い評価 を受 け るこ とを期待
して い る。 つ ま り、 自己満足 と承 認欲求 の二つ を同時 に満 たそ うと して
い るの であ る。(c)の(a)に加 え周 囲へ の配慮か ら購 入 した場 合 も同様 に、
自己満足 と承 認 欲求 を、一 回の行 動 に よ り同時 に満 たそ う としてい る。
4.4生 き残 るビジネ スの特徴2二1回 の購 入 で4つ の欲 求 を満 たす
こ とが で きる
(図6)(2XD)の(b)とくc)型の ビジネ スの特徴 は、 自分 が満 足感 を得 る と
同時 に、周 囲 の 自分 へ の評価 も獲得 で きる とい う点 にあ る。
あ る製 品 を購 入す る と、 先ず は じめに 当人が物理 的 に快 適 に な り満 足
す る(図7の 欲求1)。 ただ し購 入に際 しては、 多 くの人が 良い と認め て
くれ るこ と、す なわ ち、 よ り多 くの人か ら 「いい もの であ る」 との共感
を得 るこ とが求め られ る場合 が 多い[13]。これは周囲 か らの 「良い買 い
物 を して うらや ましい」とい う評価 を意 味 してい る(図7の 欲 求2)。 現
在は これに加 えて、購 入 に伴 い 「良い こ とをす る良 い人 であ る」 とい う
評価 も欲 しい とい う心理 が 強 くな って きてい る{tS7)(図7の欲求3)。
Hawkenによれ ば、人間 とは 「人生 にお いて 自分 の存在 の はか な さに
(図7地 球 や周囲 を配慮 してサ ー ビス を購 入 して得 られ る もの)
購入により満 たしたい4つ の欲求
欲求1
「良い もの」を購入 して、 自分が物理的に快適 になれたことによる満足感
欲求2
「良い もの を購入 して うらや ましい」と周囲が認め ることか らくる満足感
欲求3
「良いことをするすば らしい人」 と周囲が認め ることからくる満足感
欲求4
地球や周囲に配慮す るとい う 「良いこ と」 をしたことにより、 自分の人
生に も価値があることを確認できる満足感
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は っ き りと目覚め る瞬間 が訪 れ ると、人 は本 当に他 人 に役 立つ可能性 に
自分 の全 て を捧 げ るよ うな仕 事や役 割 を求 め る」、 あ るいは、 「人 々は仕
事 に よって示 され るよ うな行 動 と、世 界 との関 わ り方の両 面にお いて、
よ り高い価 値 を探 してい る」[3]とい う存在 であ る。 人間は 自分 の購 入
す る とい う行為 が、物理 的 に 自分の生 活 を快適 にす るだけ では、満 足 で
きない。購 入 とい う行為 が単 に 自分 の生活 を快 適 にす るこ とでは終 わ ら
ず、 その行為 が地域社 会や地球 環境 に よい影響 を もた らす こ とを確 認 で
きる とき、 自分 の価値 を確認 で き、初 め て精神 的 に十分 満 た され るので
あ る(図7の 欲求4)。
例 えば、顧 客 の持 つ マ イレー ジを海外救 助へ 向か う医 師団に寄付す る
呼 びか け を した航 空 ビジネ スがあ る。 ビジネス側 としては 「空席 で飛ば
す よ り、新 たな出費 をせ ずに イ メー ジア ップ で きる。」とい う利 己的動 機
が あ る。顧 客側 に も 「ど うせ使 わ ない な ら、 良 いこ とを して、 自分 が生
きてい るこ とに価値 が あ るとい う実感 が欲 しい。 同時 に周 りか ら も良 い
人 と見 られ たい。」 とい う利 己的動 機 があ る。双 方の利 己的動機、 「自分
が物理 的 に快 適 にな り、 さらに精神 的 に も満 足 し、 同時 に 自分 に対す る
周 りの イ メー ジア ップ に効 果的 な行 動 をしたい」 とい う思 惑が一致 し、
結 果 として利他的行 動 につ なが って い る。
5結 論
「利 己的 で あるがゆ えに利他 的 にな る ビジネ ス」 とい う仮 説は、 まさ
に現 在進行 してい るビジネ スの姿 を現 してい る とい える。
ビジネ スを支 え る欲求 は、過去 にお いて は 「自分 が物理 的に よ り快適
にな る」 とい う利 己的 な もの であ った。 それ に対 し現在 では、 これに加
えて、「地球 環境や 身の 回 りの社会 を配慮 して い ると実感 し、自分 の価 値
を確 認 したい」とい う欲求 が加 わ って きてい る。後者 の欲 求 は、2つの動
機 か ら来 てい る。1つ 目は、「地球 環境や 周囲 に配慮 してい る、存在価値
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の あ る自分 を実感 したい」、つ ま り自己満 足 のため であ り、利 己的動機 か
らの もの であ る。2つ 目は、「地球 環境 や周 囲に配慮 して い ると周囲か ら
見 られ たい」とい う承 認欲求 であ り、 これ も結局 は利 己的 な動機 であ る。
この よ うに考 え る と、 ビジネ スの需要 を支 え る人間 の行動 は、利 己的 ゆ
えに利他 的に振舞 うとい う遺伝 子の性質 と一致 して い る。
従 って、これか らの ビジネ スが生 き残 るために必要 な具 体 的方向性 は、
1)生 活 スタ イル を変化 させ る力が あ る
2)1回 の購 入で4つ の欲求 を満 たす こ とが で きる
とい う条件 を満 たすサー ビスの提供 といえ る。
〈注〉
(1)戦略 と戦術 は 区別 され てい る。戦術 は狭 い視 野 に た ち、短 期 間に行 われ る
もの であ る。 それ に対 して戦略 は、戦術 の 方向性 を決定 す る もの であ る。詳
細 は藤 田忠監 訳 「交 渉学教 科 書」[9](p.116)で明確 に定義 され てい る。
(2)電気機械 機具 生産 高(昭 和60年一 平 成9年)で は、PCの 生産 量 は1985、
1990、1994、1995、1996、1997の各年 度 で、1,924、3,013、3,747、6,382、
8,942、10,092(単位1,000台)とな ってい る[12]。
(3)働明 るい選挙 推進 協会 が、 平成9年9月 に全 国18歳か ら29歳の3,000人を
対 象に して実施 した 「若 い有権 者 の意 識調査 第2回 」ア ンケー トでは、 「今 、
国政選 挙 が行 われ る と した ら、 どの よ うな問題 を考慮 しますか 」とい う質 問
に対 して、公害 ・環境 問題 と回答 した人 が49.2%であ り、福祉55.2%に次 ぎ
2番 目に 多い とい う結 果 に なって い る[12]。
(4)環境 庁長 官官房 総務 課 が平成9年8月 に環境 モニ ター1,500人を対 象 に し
て実施 した 「平成9年 度環 境 モニ ター ・ア ンケー ト 「湖 沼環境 につ い て」」で
は、 「使 用 してい る水 を汚 さない工 夫 を して い ますか」とい う質 問 に対 して、
いつ も行 って い る49.5、時 々行 って い る39.9、行 って い ない92(%)と 回答
して い る[12]。
また、 電通 の行 った 「グ リー ン ・コン シュー マー 意識調査 結果 報告 書」 で
は、「環境保 全 の ため な ら商 品の価格 が い ま よ り多少 上が って も我慢 す る」と
い う質 問に対 して、
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1997年 22.7(%) 51.6 20.0 5.7 74.3(%)(N=630)
1993年 13.3 41.6 36.0 9.0 54.9(N=630)
1992年 17.7 4ユ.8 32.6 7.8 59.5(N=1000)
1991年 17.0 42.5 32.9 7.6 59.5(N=1000)
とい う結 果 がで てい る[10]。
㈲ 肋 明 るい選 挙推 進協 会 が実施 した同上 の ア ン ケー トで は、 「ボ ランテ ィア
活動 を した事 が あ りますか 」とい う質 問 に対 して 、して い る2.8、した こ とが
あ る22.3、した こ とは ない72.2(%)と回 答 して い る。 した こ とが な い 人
(1,443人)に対 して、 「機 会 が あれば してみ たい ですか」 と質 問 した結 果、
してみ た い38.8、して い きた くない34.7、わか らない26.5(%)とい う結果
にな って い る[12]。
(6)働)内外 学生 セ ン ター が平 成9年12月 に 全 国98大学 在学 生1万 人 に 対 して
実 施 した 「学 生 の ボラ ンテ ィア活動 に関 す る調査 」で は、「ボ ラ ンテ ィア活動
の果 たす役 割が 大 き くな る と思 い ます か」とい う質 問に対 して 、大 き くな る
と思 う75.5、思 わ ない9.6、分 か らない14.7(%)と回答 してい る[12]。
(7)「政 府 の役割 は、市 民や 民間機 関 がや れ ない、 あ るいはや ろ う としない機
能 を引 き受 け るこ とに あ る。… 言い換 え る と、政治 は もっぱ ら食料、水、生
活、それ に死 に関 わ る もの で あ り、したが って コ ミュニ テ ィー を支 え る環境
条件 に密 接 に関 わ るものだ った」[3]。に もか か わ らず従 来行 政 は、補 助金 と
引 き換 えに住 民の生 活 を害す る よ うな ビ ジネ ス を誘致 す るこ とが あ った。例
えば 東京都 日の出町 は 、補助 金 と引 き換 えに ごみ処分 場 を誘 致 した。それに
よ り周辺 の環境 が 汚染 され る、住 民 が健康 を害す る とい った 問題が起 こって
いる。拙 著 「科 学 的交渉 理論 「HICAT」[6]で詳 しい経緯 を説明 して い る。
それに対 して最近 では、社会状 況 に無 関心 と思 わ れが ちな行政 の世 界に も
新 た な動 きが 見 られ る よ うに な って きて い る。つ ま り住民 の生 活 に役 立 つ こ
とをす るため に出 費 をす る行 政 が出 て きてい る。例 えば福 岡市 は、す でに開
発業 者が 買収 し、宅 地 にす るために造 成 を開始 した土地 を買い戻 した[1]。
この 土地 は、「クスや カシ、ツバ キな どの大 木が生 い茂 り、夜 に な るとフ クロ
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ウが鳴 く」ような林であった。買い戻 した時点では、業者により 「敷地の3
割部分に主な樹木を移植 し、あ とはブル トー ザーで削って しまった」状態で
あったため、この件では6億 円の税金の出費となった。
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